でに して 亡くした の は 惜しかろう といって、 悔ん でく 

れる人 も ある、 しかし こういう 意味で 惜しい というの 

ではない。 女の子で よかった とか、 外に 子供 も あるか 

ら などと いって、 慰めて くれる 人 も ある、 しかしこう 

いう ことで 慰められよう もない。 ドスト エフ スキ ー が 

愛児 を 失った 時、 また 子供が できる だろうと いつ て 慰 

めた 人が あった、 氏 はこれ に 答えて "Howcanllove 

another Ciiild? v\n!6lt I want is sonia: といった とい 

う ことがある。 親の 愛 は 実に 純粋で ある、 その 間 一毫 

おもかげ 

も 利害得失の 念 を 挟む 余地 はない。 ただ 亡児の 俤 を 

思いお ずるに つれて、 無限に 懐かしく、 可愛そう で、 



してやりたい、 せめて 我 一生 だけ は 思い出して やりた 

いという のが 親の 誠で ある。 昔、 君と 机 を 並べて ヮシ 

ン トン • ァ— ビングの 『スケッチブック』 を 読んだ 時、 

きず 

他の 心の 疵ゃ、 苦み はこれ を 忘れ、 これ を 治せん こと 

を 欲する が、 独り 死別と いう 心の 疵は 人目 を さけても 

これ を 温め、 これ を 抱かん こと を 欲する というよ うな 

語が あった、 今 まことに Y J の 語が 思い合され るので あ 

る。 折に ふれ 物に 感じて 思い出す のが、 せめても の 

i 藉 である、 死者に 対しての 心づ くしで ある。 この 悲 

は 苦痛と い えば 誠に 苦痛で あろう、 し かし 親 は この 苦 

痛の 去る こと を 欲せぬ ので ある。 



てこの 人間の 絶対的 価値と いう ことが、 己が 子 を 失う 

たような 場合に 最も 痛切に 感ぜられ るので ある。 ゲ— 

テ がその 子 を 失った 時 "over the dead" というて 仕 

事 を 続けた というが、 ゲ ー テ にして この 語 をな した 心 

ちと 

の 中には、 固より 仰ぐべき 偉大なる ものが あつたで も 

あろう。 しかし 人間の 仕事 は 人情と いう こと を 離れて 

くっきょう 

外に 目的が あるので はない、 学問 も 事業 も 究竟の 目 

的 は 人情の ためにす るので ある。 しかして 人情と いえ 

ば、 たとい 小な りと はいえ、 親が 子 を 思うよ り 痛切な 

る もの はなかろう。 徒らに 高く 構えて 人情 自然の 美 を 

忘る る 者 はかえ つ て その 性晴の 卑しき を 示す に 過ぎな 



い、 「征 馬不レ 前人 不レ 語、 金 州 城外 立 一一 斜陽 一」 の 句 あ 

りていよ いよ 乃 木 将軍の 人格が 仰がれる ので ある。 

とにかく 余 は 今度 我 子の 果敢なき 死と いう ことによ 

りて、 多大の 教訓 を 得た。 名利 を 思うて 煩悶 絶 間な き 

心の 上に、 J 杓の 冷水 を 浴びせ かけられ たような 心 

持が して、 一 種の 涼味 を 感ずる と共に、 心の奥よ リ秋 

すべ 

の 日の ような 清く 温き 光が 照して、 凡ての 人の 上に 純 

潔なる 愛 を 感ずる ことが 出来た。 特に 深く 我心 を 動か 

したの は、 今まで 愛らしく 話したり、 歌ったり、 遊ん 

だり していた 者が、 忽ち 消えて 壺 中の 白骨と なるとい 

うの は、 如何なる 訳であろう か。 もし 人生 はこれ まで 



を 捕え 来りて、 帝王 も 乞食 もみな，. 一 堆の 中に 積み重ね 

えいじょく 

ている のが ある、 栄辱 得失 もこ こに 至って は 一場の 

夢に 過ぎな い。 また 世の中の 幸福と いう 点より 見ても、 

生 延びた のが 幸であった ろうか、 死んだ のが 幸で あつ 

たろう か、 生きて いたならば 幸であった ろうとい うの 

は 親の 欲望で ある、 運命の 秘密 は 我々 に は 分らない。 

特に 高潔なる 精神的 要求より 離れて、 単に 幸福と いう 

すべ 

ことから 考えて 見たら、 凡て 人生 はさ ほど 慕う ベ きも 

のか どうか も 疑問で ある。 一 方より 見れば、 生れて 何 

らの 人生の 罪悪に も 汚れず、 何らの 人生の 悲哀 を も 知 

き ぎ 

らず、 ただ 日々 嬉戯して、 最後に 父母の 膝 を 枕と して 



背後に は、 不可思議の 力が 支配して いるよう である、 

後悔の 念の 起る の は 自己の 力 を 信じ 過ぎる からで ある。 

我々 はか かる 場合に おいて、 深く 己の 無力なる を 知り、 

き え 

己を棄 てて 絶大の 力に 帰依す る 時、 後悔の 念 は 転じて 

ざんげ おろ 

懺悔の 念と なり、 心 は 重荷 を 卸した 如く、 自ら 救い、 

また 死者に 詫びる ことができる。 『歎 異抄』 に 「念仏 は 

まことに 浄土に 生る、 種に て やはんべ るらん、 また 地 

獄に 堕つべき 業に て やはんべ るらん、 総 じても て 存知 

せざる なり」 といえる 尊き 信念の 面影 を も 窺 う を 得て、 

無限の 新生 命に 接する ことができる。 

(「藤 岡 作 太郎著 『国文学史 講話』 序」 明治 四十 年 十 一 
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